

















































































































































































































































































篇」に関わる八章で構成される。本篇では、「桐壷更衣物語J I夕顔物語J I玉章物語J I薫物語J その他、
『源氏物語』の世界を織りなす幾つもの物語を取り上げながら、漢籍の引用や先行作品との関係を視野
に入れ、また前篇で論じた「構想、枠」としての季節の機能を踏まえつつ、丹念な表現分析を行うことに
よって、様々の角度からこの長大な物語全体の形成に通じる構想、の所在が確認されている。「第四篇
後期作り物語の形成をめぐって」では『狭衣物語J を分析対象として、主人公狭衣の人物造形の基盤と
しての薫の問題を分析することをとおして、『源氏物語』との相関において『狭衣物語J の形成の意義
を明らかにしている。
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本論で取り上げられた平安朝の主要な作品については既に多くの研究の蓄積があるが、それらの物語
に対して、論者は、研究史を周到に踏まえつつ、独自の視点に基づいて漢籍や先行作品の引用の効果を
測定し、また構想、の枠組みとして機能する四季の果たす役割を明らかにするなど、多様な観点から精細
な分析を加えることによって、個々の物語全体の形成を促す構想、の所在を確認している。現今の平安文
学研究における物語の細部の分析に終始する傾向を批判し、作品を支える構想、を軸として物語の全体的
な意味の解明を企図する本論は、今後の物語研究への鮮明な提言を含み、斯学の発展に寄与するところ
大なるものがある。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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